
朝霞市スポーツ協会（旧体育協会）沿革 

1950  昭和 25 体育協会発会式 

1957  昭和 32  朝霞町と内間木村合併を機に、新たな朝霞町体育協会発足 

              （陸上・水泳・武道・球技・相撲・レクリエーションの 6 部） 

1958 昭和 33 朝霞地区体育協会連合会発足 

1963 昭和 38 卓球連盟加盟 

1965 昭和 40 庭球部加盟 （加盟団体 9 部となる） 

1967 昭和 42 市制施行により「朝霞市体育協会」と改称 

1969 昭和 44 なぎなた部・サッカー部加盟 

1972 昭和 43 第 1 回ロードレース大会 

1973 昭和 48 空手道部・バドミントン部・射撃部加盟 

1974 昭和 49 バレーボール連盟加盟 

1976 昭和 51 体育協会基金制度発足  

        躰道部・スキー部加盟 

1977 昭和 52 市民体育祭に種目別大会（14 部）が加わり、市民総合体育大会と名称変更 

1978 昭和 53 バスケットボール部加盟 

1979 昭和 54 合気道部・銃剣道部加盟 

1984 昭和 59 第 1 回市民まつり開催、体育協会も応援開始 

               体育協会組織を部制から加盟団体登録制に変更 

1986 昭和 61 テニス協会加盟 

1990  平成 2  体育協会事務局設置 少林寺拳法部加盟 

1992 平成 4  ソフトボール協会・ゲートボール連盟・中学校体育連盟・小学校体育連盟加盟 

        レクリエーション協会・スポーツ少年団が体育協会に統合 

        第 1 回市民健康駅伝競走大会 

1993 平成 5  グラウンド・ゴルフ連合加盟 

              「スポーツあさか」第 1 号発刊 

1994 平成 6  ゴルフ協会・琉球古武術部加盟 

1999 平成 11 弓道連盟加盟  

2000 平成 12 体育協会創立 50 周年記念式典・講演会・記念祝賀会 

        29 団体 16,000 人 

2002 平成 14 第 1 回スポーツ体験サーキット 

2004 平成 16 第 59 回彩の国まごころ国体協力 

2007 平成 19 市制施行 40 周年記念事業スポーツフェスタ 

2009 平成 21 ミニテニス連盟加盟 

2020 令和 2  エアロビック連盟加盟 

2023 令和 5  「朝霞市スポーツ協会」と改称 

創立 73 年目を迎える 28 団体 約 16,000 人 



朝霞市スポーツ協会（旧体育協会）歴代会長 

初代会長   大畑 栄一  （昭和 25 年 4 月 ～ 昭和 36 年 3 月） 

第２代会長  高橋 市郎  （昭和 36 年 4 月 ～ 昭和 40 年 3 月） 

第３代会長  荒井 利治  （昭和 40 年 4 月 ～ 昭和 42 年 3 月） 

第４代会長  榎本 二雄  （昭和 42 年 4 月 ～ 昭和 57 年 3 月） 

第５代会長  橋本 正彦  （昭和 57 年 3 月 ～ 平成 17 年 3 月） 

第６代会長  石原 茂   （平成 17 年 4 月 ～ 現在） 


